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積算上の注意事項

（控え頁）

１／３

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

.

語句の追加

語句の削除

工　　　種 基本事項（数量計算方法）

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

（２）上記（１）によることを原則とするが、CIM試行においては、CADソフト等による算出結果について、適宜結果の確認を 

したうえで適用できるものとする。 

１章 基本事項

１．１ 適用範囲

土木工事に係る工事数量の計算等にあたっては、本要領を適用する。

１．２ 数量計算方法

数量の単位は、計量法によるものとする。

長さ・面積・断面積等の計算は数学公式によるほか、スケールアップ、プラニメーター、

平均面積（断面）法等により行うものとする。また、CADソフト等による算出結果につい

て、適宜結果の確認をした上で適用できるものとする。

算式計算の乗除は、記載の順序によって行ない、四捨五入して位止めするものとする。

１．数量の単位は、すべて計量法によるものとする。

２．長さの計算

長さの計算は数学公式によるほか、スケールアップによることができる。

スケールアップによるときは、２回以上の実測値の平均値とする。

３．面積の計算

（１）面積の計算は数学公式によるほか、３斜誘致法、又はプラニメーターによって算出する。

プラニメーター等を使用するときは、３回以上測ったもののうち、正確と思われるもの３回の平均値とす

る。

（２）面積計算で各法長が一定でないときは、両辺長を平均したものにその断面間の距離を乗ずる平均面

積法により算出する。

（３）上記（１）、（２）によることを原則とするが、CADソフトによる算出結果について、適宜結果の確認をした

うえで適用できるものとする。

４．体積の計算

（１）体積の計算は数学公式によるほか、両断面積の平均数量に距離を乗じる平均断面法により算出する。

（２）上記（１）によることを原則とするが、CIM試行においては、CADソフト等による算出結果について、適

宜結果の確認をしたうえで適用できるものとする。

５．構造物の計算に用いる角度は「分」までとし、円周率、法長、乗率、三角関数及び弧度は四捨五入して

小数第３位とする。

６．算式計算の乗除は、記載の順序によって行ない、分数は約分せず分子分母にその値を求めた後に除

法を行なうものとし、四捨五入により位止めするものとする。

２．長さの計算 

（１）長さの計算は数学公式によるほか、スケールアップによることができる。 

スケールアップによるときは、２回以上の実測値の平均値とする。 

（２）上記（１）によることを原則とするが、CADソフトによる算出結果について、適宜結果の確認をしたうえで適用できる 

ものとする。 
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工　　　種 土工（数量算出方法）

改　正　理　由 一部改正
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現　　行
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積算上の注意事項

（控え頁）

２／３

語句の追加

新規追加

現行どおり

 （３）構造物区分 

構造物ごとに区分して算出する。 

また、河川では、築堤、高水敷、低水路に区分して算出する。（「２．数量算出項目（２）

盛土」参照） 

 

 ４．数量算出方法 

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。

 

平均断面法によることを標準とする。 

土 量＝平均断面積×延長 

法面積＝平 均 法 長×延長 

平均断面法または３次元CADソフト等を用いた以下の方式によることを標準とする。 

①平均断面法 

土 量＝平均断面積×延長 

法面積＝平均法長×延長 

②３次元CADソフト等を用いたa)～c)の方式 

 数量算出に用いる３次元点群座標データは、５０ｃｍ間隔以下の点密度とする。ただし、植生等により測定した点が正 

しく地表を捉えられず、標準の点密度の取得が困難な場合には、この限りでない。 

 a) 点高法 

現況地形や出来形計測結果等（出来形計測データ、起工測量計測データ、岩線計測データ）からなる２つの面データに重ね 

合わせたメッシュ（等間隔）交点で標高を算出し、標高差にメッシュ間隔の面積を乗じたものを総和する。メッシュ間隔は 

50cm以内とし、標高差の算出には、以下の方法とする。 

 ・４点平均法：メッシュ交点の四隅の標高差を平均する方法（下図のとおり） 

・１点法：メッシュ交点にて標高差を算出する方法 

 

 

 b) ＴＩＮ分割等を用いて求積する方法 

現況地形や出来形計測結果等（出来形計測データ、起工測量計測データ、岩線計測データ）からそれぞれの面データとして 

ＴＩＮからなる面データを作成したうえで、ある一定の標高値にてＤＬ面（標高基準面）を設定し、各ＴＩＮの水平投影面 

積と、ＴＩＮを構成する各点からＤＬ面までの高低差の平均（平均高低差）を乗じた体積を総和する。 
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（次ページへ続く）
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改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行
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（現行なし）

積算上の注意事項

（控え頁）
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（次ページから続き）


